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▌ 設置及び活動の目的

▌ PAGE 1

人口減少の進展により、今後、持続可能な形で公共サービスを提供し続ける鍵は、

様々な主体と連携した官民の「共創」にある。

群馬県域の公共施設における官民共創（PPP/PFI）の取組は十分に進んでいない。

• 多くの市町村においてはPPP/PFI事業は未経験であり、経験のある団体のノウハウの横

展開や連携により、理解促進・ノウハウ蓄積を図る必要がある。

• 地域企業に対しても、PPP/PFIの必要性・有用性に関する理解を促すことで、事業参画

への機運を高めていくことが求められている。

• 地域の担い手は、県や市町村、企業に留まらず、金融機関、大学、住民等、多様な主体

であることから、各主体へのPPP/PFIに対する理解を深め、関心・関与を促進すること

も重要である。

継続的にPPP/PFI事業が創出・実施されるためには、官民双方が理解を深め、実績

を重ねる中で官民共創の土壌を作ることが重要である。

群馬県域におけるPPP/PFIプラットフォームを立ち上げ、活動を展開



▌ 群馬県PPP/PFIプラットフォームのあり方
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PPP/PFIに関する理解醸成の場

多様な主体の参加を通じた、地域課題への最適解を見出す場

位置
づけ

役割
・
機能

役割 内容

① 普及啓発
• 関係者の理解醸成のためのセミナー開催
• PPP/PFIに関する疑問への対応
• 県及び県内市町村が有する課題の共有

② 人材育成
• 県及び県内市町村の職員の育成
• 地域企業の育成（参画促進）

③ 官民対話
• 地域課題・行政課題等の相談
• 個別事業に係る事業化検討段階に応じた対話

④ 情報発信
• PPP/PFI案件に係る情報の発信
• 県及び県内市町村のPPP/PFIの取組の発信
• 国の施策等の情報発信

⑤ 交流促進
• 官官の交流（ノウハウの横展開等）
• 民民の交流（異業種ネットワーク構築等）
• 産官学金の交流

公共と民間のパートナーシップのもと、地域の人材・資金・ノウハウ等
地域資源を活用し、地域課題の解決・豊かな地域社会づくりを実現する。

地域
将来像



段階
第１期（始動期）

令和３年度
第２期（形成期）

令和４年度
第３期（発展期）
令和５年度以降

推進体制
県を中心とした
推進体制構築

コアメンバーの充実と役割
分担による広域型PFとして
の推進体制構築

構成員（PF参加者）の広域化・多様化による
広域型PFとしての定着・発展

内容

主導的役割を果たす主体による地域PFの形成 より広域・多様な主体の参加による本格稼働

『PPP/PFIに関する理解醸成の場』に重点を置いた
活動

『多様な主体の参加を通じた、地域課題への
最適解を見出す場』に重点を移行した活動

役割

①普及啓発

②人材育成 （状況に応じて継続）

③官民対話

④情報発信

⑤交流促進

▌ 中期活動計画

▌ PAGE 3

• 関係者の理解醸成のためのセミナー開催
• PPP/PFIに関する疑問への対応
• 県及び県内市町村が有する課題の共有

• 県・県内市町村職員及び地域企業を主な対象とした
基礎的情報や事例の紹介

• 地域課題・行政課題等の相談
• 個別事業に係る官民対話

• 官官の交流
• 民民の交流

• 県及び県内市町村の案件情報の発信
• 県及び県内市町村のPPP/PFI（民間活用）に係る取組の発信
• 国の施策等の報発信

プラットフォームを継続的に運営していくための、中期的なロードマップ

始動期・形成期 「普及啓発」「人材育成」に重点 PPP/PFIへの理解醸成を重視

発展期 「官民対話」に重点 PPP/PFI案件形成を後押し



▌ 令和３年度活動計画（推進体制）
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組織構成 属性 メンバー 役割

実施主体

/事務局
官 群馬県

• プラットフォーム運営に係る庶務

• セミナーの開催内容に関する企画立案

コア

メンバー

官 館林市 • 事務局との協議・調整

産

県商工会議所連合会

県商工会連合会

県建設業協会

• 事務局との協議・調整

• 各団体の構成企業等へセミナーの開催等

に関する意見交換、情報提供

金
(株)群馬銀行

(株)東和銀行

• 事務局との協議・調整

• 取引先等へセミナーの開催等に関する情

報提供

構成員

プラット

フォーム

参加者

ー
参加を希望する県内市町村

及び県内外の民間事業者等
• セミナー等への参加



▌ 令和３年度活動計画（セミナー等開催方針）

▌ PAGE 5

第１回（10月27日） 第２回（12月） 第３回（２月）

場所 オンライン開催 県会議室等 県会議室等

対象 主として県・市町村職員 主として地域企業 県・市町村職員、地域企業等

開催
目的

(1)群馬県地域プラットフォームの目指す姿の共通理解形成

本プラットフォームの活動方
針周知

今年度の取組の総括と今後の
活動への理解促進

(2)PPP/PFIに関する理解醸成

県・市町村職員の理解醸成 地域企業の理解醸成

(3)地域課題解決・地域活性化に資する案件形成に向けたノウハウ習得

地域課題等の情報共有
県内好事例の横展開

案件形成ノウハウの習得
民間のアイデア等聴取

開催
内容
案

①講演等
• プラットフォームの活動方針案
• PPP/PFIの必要性、メリット・デメ

リット
• 先進事例の紹介

①講演
• 地域企業参画への期待
• 他都市地域企業の経験談（地域企業

参画のメリット等）
• ケーススタディに対応した先進事例

紹介

①講演、報告
• 今年度の取組総括と今後の活動方針

（中期活動計画）の報告

②意見交換（官官対話）
• 地域課題やPPP/PFI取組状況

②対話（官民対話/民民対話）
• 個別事業(ケーススタディ含む)に係

る対話
• PFI実績のある地域企業との対話

②公開ディスカッション
• 地域課題解決・地域活性化に向けて

のプラットフォームの活動への期待

③名刺交換 ③名刺交換


